
第
１１
章

経
済
指
標
の
代
表
格
―
―

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

●
成
長
と
変
動
の
指
標

経
済
活
動
の
指
標
の
代
表
は
、
国
内
総
生
産
（G

ross
D

om
estic

Products
:

G
D

P

）
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

経
済
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
価
値
（
付
加
価
値
）
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
り
、「
基
本
公
式
１
」
の

よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
生
産
物
の
な
か
で
原
材
料
な
ど
の
中
間
投
入
物
に
新
し
く
付
加
さ
れ
た
価
値
（
付
加

価
値
）
か
ら
国
民
の
所
得
が
得
ら
れ
る
の
で
、
付
加
価
値
が
大
き
い
こ
と
は
経
済
発
展
の
指
標
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
た
だ
、
単
に
物
価
が
上
昇
し
た
た
め
に
金
額
も
大
き
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

実
質
的
に
利
用
で
き
る
財
貨
の
量
の
実
質
的
な
増
加
を
み
る
に
は
、
生
産
物
の
価
格
を
固
定
し
て
求
め
た

生
産
物
の
付
加
価
値
額
を
集
計
し
た
実
質
国
内
総
生
産
の
方
が
よ
い
。

経
済
成
長
率
は
、
前
年
に
比
べ
て
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
分
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
水
準
で
割
っ
た
値
で
測
る
こ
と
が
多

い
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
物
価
上
昇
の
影
響
を
除
去
し
た
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
で
あ
る
。
同
じ
成
長

率
で
も
、
毎
年
の
成
長
率
は
景
気
変
動
の
指
標
で
あ
り
、
長
期
間
の
平
均
成
長
率
は
経
済
発
展
の
指
標
で
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あ
る
。

世
界
各
国
の
長
期
経
済
成
長
の
実
証
分
析
を
開
拓
し
た
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
は
、

一
人
あ
た
り
生
産
物
の
持
続
的
な
成
長
こ
そ
が
近
代
化
の
指
標
だ
と
考
え
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
持
続
的
な
成
長
に
は
技
術
革
新
や
生
産
構
造
の
変
化

が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
毎
年
の
経
済
成
長
率
は
、
経
済

活
動
が
活
発
で
あ
る
か
、
景
気
の
指
標
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
た
だ
、
景
気

を
み
る
に
は
年
で
な
く
て
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
変
動
を
み
た
方
が
よ
い
。
最

近
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
四
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
公
表
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

●
経
済
成
長
の
計
測

し
か
し
、
経
済
成
長
の
計
測
は
難
し
い
作
業
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
経
済

発
展
の
な
か
で
生
産
物
の
構
成
も
変
わ
る
の
で
、
生
産
物
の
金
額
を
集
計
し

て
も
国
々
で
生
産
物
の
構
成
も
違
い
、
ど
の
国
の
発
展
水
準
が
高
い
か
は
一

概
に
は
い
え
な
い
。
ま
た
開
発
途
上
国
で
は
、
農
産
物
の
自
家
消
費
の
よ
う

国内総生産（GDP）

生産物の金額－中間投入物の価値＝付加価値

国内生産物の付加価値の合計＝国内総生産（GDP）

GDPだけの生産物が購入されるために誰が支出したのかをみる
と、以下のようになる。

国内総生産への支出＝消費＋投資＋政府支出＋（輸出－輸入）

基本公式１
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に
市
場
で
取
引
さ
れ
な
い
生
産
物
も
多
い
の
で
、
貨
幣
で
表
示
さ
れ
た
生
産
額
で
の
国
際
比
較
も
難
し
い
。

さ
ら
に
計
測
誤
差
の
問
題
も
あ
る
。
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、
成
長
率
の
計
算
に
誤
差
が
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
数
値
例
で
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
五
〇
、
第
二
期
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
六
〇
と
す
る
と
、
成
長
率
は

５６０
／５５０
－
１
＝
０
.０１８

で
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
過
小
評
価
さ
れ
（
五
二
二
・
五
）、
第
二
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

五
パ
ー
セ
ン
ト
過
大
評
価
さ
れ
（
五
八
八
）
た
と
す
れ
ば
、
成
長
率
は

（５８８
／５２２
.５
－
１
）＝

０
.１２５

で
、
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
誤
差
の
方
向
が
反
対
で
、
第
一
期
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
過
大
評
価
（
五
七
七
・
五
）、
第
二
期
が
五

パ
ー
セ
ン
ト
過
小
評
価
（
五
三
二
）
な
ら
ば
、
成
長
率
は

５３２
／５７７
.５
－
１
＝
－
０
.０７８７

で
約
マ
イ
ナ
ス
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
計
測
誤
差
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
成
長
率
の
計
算
で
は
大
き
な
影
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響
が
出
る
こ
と
を
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
警
告
し
て
い
る
。

●
経
済
成
長
の
パ
タ
ー
ン

成
長
の
過
程
を
み
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
指
標
に
は
、
貯
蓄
率
、
産
出
物
一
単
位
の
生
産
に
要
し
た

資
本
の
比
率
、
所
得
に
占
め
る
労
働
所
得
の
シ
ェ
ア
、
資
本
労
働
比
率
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
の

経
済
成
長
の
な
か
で
の
変
化
を
ま
と
め
る
と
、
経
済
成
長
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
工
業
化
の
初
期
に
は
産
出
量
に
占
め
る
資
本
設
備
の
割
合
が
急
速
に
上
昇
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
労
働
生
産
性
を
上
回
る
ほ
ど
に
急
速
に
労
働
者
一
人
あ
た
り
の
資
本
設
備
の
量
が
上
昇
す

る
た
め
で
あ
る
。
工
業
化
が
も
っ
と
進
展
し
て
技
術
進
歩
の
貢
献
分
が
大
き
く
な
る
と
、
労
働
生
産
性
も

上
昇
し
始
め
る
の
で
、
労
働
分
配
率
も
上
昇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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●
要
因
分
解

経
済
成
長
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
う
え
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
構
成

要
素
の
変
化
を
調
べ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
の
要
因
を
み
る
の
は
有
益

で
あ
る
（「
基
本
公
式
２
」
参
照
）。
こ
の
連
載
（
第
三
回
、
第
一
七
四
号
、

二
〇
一
〇
年
三
月
―
―
本
書
で
は
後
出
の
第
１３
章
―
―
編
注
）
で
も
紹
介

し
た
「
成
長
会
計
」
も
要
因
分
解
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
た
だ
寄
与

率
は
、
分
母
に
な
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
分
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
、

分
子
の
増
加
が
プ
ラ
ス
で
も
寄
与
率
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
、

解
釈
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

表
は
基
本
公
式
の
よ
う
に
定
義
し
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
構
成
要
素
の
成

長
率
や
寄
与
率
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
成
長
と
変

動
を
み
る
た
め
に
、
期
間
の
平
均
成
長
率
、
成
長
率
の
分
散
、
変

動
係
数
（
分
散
の
平
方
根
を
平
均
で
割
っ
た
も
の
）
を
示
し
て
あ
る
。

輸
出
と
輸
入
の
合
計
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
割
っ
た
比
率
で
貿
易
依
存
度

成長の要因分解と寄与率

消費の寄与率＝
消費の増加分

国内総生産の増加分

投資、政府支出、輸出や輸入の寄与率も同じように計算できる。
ただ、国外からの需要の成長への貢献分である「外需寄与率」
は、

外需寄与率＝
（輸出－輸入）の増加分
国内総生産の増加分

で計算する方がよい。

基本公式２
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GDP成長率 政府消費
成 長 率

民間消費
成 長 率

固 定 資 本
形成成長率

輸 出
成長率

輸 入
成長率

９２―００期間
平均 ０．０６７ ０．０５２ ０．０５１ ０．０６６ ０．１２１ ０．１１０
分散 ０．００３ ０．００５ ０．００５ ０．０４４ ０．００６ ０．０２３
変動係数 ０．８０９ １．４０２ １．３４４ ３．１９８ ０．６４２ １．３７３

００―０６期間
平均 ０．０５３ ０．０８１ ０．０７６ ０．０６１ ０．０７１ ０．０９１
分散 ０．００１ ０．００２ ０．００１ ０．００９ ０．００６ ０．０１１
変動係数 ０．４９６ ０．６０４ ０．４５８ １．５３０ １．１３３ １．１７５

９２―０６期間
平均 ０．０５９ ０．０６８ ０．０５８ ０．０５１ ０．０９５ ０．０９２
分散 ０．００２ ０．００４ ０．００３ ０．０２６ ０．００７ ０．０１６
変動係数 ０．７５２ ０．９４５ ０．９５７ ３．１９１ ０．８５７ １．３９３

ＧＤＰ
成長率

輸出＋
輸入／
ＧＤＰ

民間消費
寄 与 率

固定資本
形 成
寄 与 率

政 府
消 費
寄与率

輸 出
寄与率

輸入寄与率
（マイナス）

外 需
寄与率

１９９２ ０．０８ １．４６ ０．２８ ０．３３ ０．０６ ０．５２ ０．１２ ０．４０
１９９３ ０．０８ １．５６ ０．１９ ０．４４ ０．１４ １．３３ １．３３ ０．００
１９９４ ０．０９ １．８２ ０．４９ ０．７８ ０．１２ ２．１９ ２．５３ －０．３４
１９９５ ０．１０ ２．０２ ０．５５ ０．８４ ０．０７ １．７８ ２．１７ －０．３９
１９９６ ０．１０ １．９６ ０．３２ ０．３３ ０．０１ ０．９２ ０．５０ ０．４３
１９９７ ０．０７ １．９３ ０．２７ ０．５０ ０．０８ ０．７４ ０．７７ －０．０３
１９９８ －０．０７ １．９０ ０．６２ ２．３５ ０．１２ －０．０７ ２．４３ －２．５０
１９９９ ０．０６ ２．００ ０．２０ －０．２６ ０．２７ ２．２７ １．４４ ０．８３
２０００ ０．０９ ２．２０ ０．６１ ０．６３ ０．０２ ２．０５ ２．４０ －０．３５
２００１ ０．００ ２．０２ ３．２２ －２．１９ ５．４７－２８．３８ －２６．９５ －１．４３
２００２ ０．０４ ２．０４ ０．４５ ０．０２ ０．２８ １．１４ １．３２ －０．１８
２００３ ０．０６ ２．０２ ０．６２ ０．１２ ０．１８ ０．９９ ０．７２ ０．２６
２００４ ０．０７ ２．２２ ０．６６ ０．１２ ０．１４ ２．６１ ２．６５ －０．０３
２００５ ０．０５ ２．３０ ０．８１ ０．２２ ０．１６ １．８９ １．８２ ０．０７
２００６ ０．０６ ２．３４ ０．５７ ０．３０ ０．１１ １．５４ １．５３ ０．００

表 マレーシアの経済変動の要因分解

（１）成長率の平均と変動

（注）１９７８年価格、１９８７年価格、２０００年価格の国民経済計算を接続して２０００年
価格にまとめたもの。成長率はパーセント。

（出所） Department of Statistics, Malaysia, Yearbook of Statistics Malaysia,
various yearsから筆者作成。

（２）寄与率

（注）１９７８年価格、１９８７年価格、２０００年価格の国民経済計算を接続して２０００年
価格にまとめたもの。実際には在庫変動があるので寄与率の合計は必ずし
も１にはならない。

（出所） 表（１）に同じ。
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を
み
る
と
、
二
を
超
え
て
お
り
、
貿
易
の
比
重
が
大
き
い
。
人
口
規
模
の
小
さ
い
開
発
途
上
国
で
は
貿
易

依
存
度
が
大
き
い
こ
と
が
多
い
。
人
間
の
消
費
生
活
に
急
激
な
変
化
は
な
い
も
の
な
の
で
、
消
費
の
変
動

は
所
得
よ
り
小
さ
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
事
例
で
は
消
費
変
動
も
意
外
に
大
き

い
。
ま
た
、
輸
出
は
順
調
に
成
長
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
固
定
資
本
形
成
の
変
動
は
非
常
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

寄
与
率
を
み
る
と
、
一
九
九
八
年
の
よ
う
に
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
の
時
に
外
需
寄
与
率
は
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
需
（＝

輸
出
―
輸
入
）
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
反
対
に
動
い
て
景
気
の
下
支
え
を
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
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